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工学研究科における「工学英語」の取組：
オンライン学習による大規模授業の運営

1. はじめに

工学研究科では 2002年度から博士前期課程を対

象に「工学英語I」および「工学英語II」（各 2単位）

を開講している。対象となる博土前期課程の学生数

は800人。その内、前期に開講している「工学英語

I」では毎年 650人前後の学生が履修登録をし、最

終的に単位を取得する学生数が 500人を超えるとい

う壮大な規模の科目である。本科目は、オンライン

授業の形態で 5人の講師が 1チームとして一元的に

運営しており、そのクラス規模は学内で最大規模で

はないかと考えられる。特に過去 3年間において、

履修登録者数に対する最終試験受験者数の割合は

85%を前後し、実際オンライン学習を開始した受講

生数に対する最終試験受験者数は 90%に上る。（こ

こではこれらを履修定着率と呼び、そのデータを表

に示す。）本稿では、科目設立の意図・過程を踏まえ、

高い履修定着率を実現してきた大規模なオンライン

授業の実践事例を報告し、そのメカニズムについて

考えてみたいと思う。

一般論からスタートしても、大学教育において英

語が極めて重要であることは言うまでもない。工学

研究科の大学院教育においては、大学院生が研究活

東條加寿子（工学研究科国際交流室）

動に従事しその成果をグローバルサイエンスコミュ

ニティーに向けて発信する過程で英語は不可欠なツ

ールであり、この即戦力となる英語力を養成するこ

とが「工学英語」の目的である。大学院における 4

単位の専門英語科目の設立に当たっては、工学研究

科の代表者からなる工学英語専門委員会での議論を

踏まえて科目内容や授業形態が決定され、当初の授

業運営については、工学研究科とサイバーメディア

センター所属メンバーからなる工学英語技術支援

WGが当たることになった。いわば、「工学英語」は

専攻内からの切実な“声”を集約する形で実現した

科目である。

2. ESPとe-learning

「工学英語」はESP(Englishfor Specific Purposes 

＝目的別英語教育）のアプローチを取っている。前述

したように、工学研究科の大学院生が必要としてい

る“英語力"は、科学的知識の構築や科学的研究成

果の発表に必要な英語力であり、この目的の下に具

体的な技能目標が設定されている。科目担当者は常

勤講師4名および非常勤講師 1名であり、一方、受

講対象者の専門分野は 10専攻で領域数は20を悠に

表履修定着率 (2002年~2008年）

オンライン 最終試験
履修者数 単位取得

年度 学習開始者 受験者数 S/R S/R' 
(R) 者数

数 (R') (S) 

2002 812 389 347 0.479 

2003 637 483 441 0.758 

2004 652 515 508 0.789 

2005 675 544 533 0.806 

2006 644 623 547 547 0.865 0.877 

2007 664 575 548 533 0.825 0.926 

2008 656 610 552 532 0.841 0.905 
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超える。このように大規模で多様な学習者群に対し

て、限られた講師数で質的に均ーな学習環境を保証

するために、「工学英語 I」ではオンライン学習

(e-learning)の形態が半ば必然的に選択された。

E-learning教材としては初年度より NetAcademy

（アルク教育社）のスタンダードコース（リスニン

グとリーディング）と技術英語コース（理工系のラ

イティング、語彙等）を活用している。 NetAcademy

は 2007年度に NetAcademy2としてバージョンア

ップされて学外アクセスも可能になったため、利便

性がさらに高くなった。「工学英語 I」受講生の

NetAcademyアクセスは、本誌で毎年報告されてい

るNetAcademyの利用件数に大きく貢献している。

3, 独自システムの開発

Net.Academyは「工学英語 I」の受講者の満足度

が高いソフトウエアであるが、市販ソフトウエアで

は、科目の理念や到達目標をきめ細かに具現化する

ことは困難である。そこで、「工学英語」では 2003

年度に独自のコンテンツが提供できるオンライン学

習システム WebWRS(WritingReview System)を開

発した。受講者は週 1回、締切日までに課題を提出

し、課題締め切りと同時に自分の提出課題の採点結

果を見ることができる。一方担当者は課題提出締め

切りまでに随時採点結果を参照しながらコメントを

施し、このコメントは課題締め切りと同時に公開さ

れる。受講者は採点結果とコメントに基づいて復習

し、次週の復習課題と新規課題に取り組む仕組みに

なっている。毎回科目担当者が書き下ろす課題は「ジ

ャンル分析」の手法に則っており、理工系学術論文

のジャンルで特徴的な言語的要素を分析的に取り扱

った課題によって、論文講読力と論文執筆力を養成

することを意図している。ジャンル分析の最大の特

徴は、専攻横断的に適用が可能であるという点で、

「工学英語I」に最適である。また WebWRSは高い

課題提出率を誇っており（過去 3年間の最終週の課

題提出者の初回課題提出者に対する割合は 87.8%、

93.7%、94.3%)、WebWRSの運用が「工学英語I」

を支えているといっても過言ではない。

4. オンライン授業運営のメカニズム

研究や実験に多くの時間を費やさなければならな

い理工系の大学院生に対して、質的量的英語学習の

機会を保証する手段としてオンライン授業は最適な

形態である。実際、深夜に学習時間を確保している

受講生も多い。また、受講生が工学系の大学院生で

PC環境が整っている状況は、オンライン授業運営

の大前提を充足する。（これに比して、学部生に対す

る同様の大規模授業形態は、学習環境の平等性の観

点からなお多くの課題があると考えられる。）まさに、

理工系大学院生のための ESPオンライン授業は、最

適化された授業形態といえる。

コンテンツやシステムの選択はe-learningの評価

を決定づけるが、授業形態としてオンライン学習を

効果的に運用するためには、学習支援という観点を

バーチャル授業のダイナミクスに取り入れることが

必要である。学期中に学習者の学習動機を維持し、

学習を習慣化させるとともに、学習内容理解を深化

させるための学習支援をインタラクティブに提供す

ることがきわめて重要であるため、「工学英語I」で

は、テクニカルな問題、及び学習内容に関する問題

点に関して随時質問できるメールアドレスを学生に

周知しており、学期中には約 300の質問が寄せられ

る。また、学生に対する連絡ルートとしてメーリン

グリストを運用しており、締切日の喚起、学習内容

の位置づけ、クラス全体の動向等を一週間に 1回メ

ール発信する試みを実施している。バーチャルな授

業において学生との効果的なインタアクションを構

築するためには、学習履歴や課題正解率といったデ

ータから受講者の学習行動を的確に読み取ることが

必要である。

今後も「工学英語 I」のオンライン授業の効果を

一層向上させるために、コンテンツの充実、システ

ムの改良、および学習支援環境の向上に積極的に取

り組んでいきたいと考えている。

工学英語HP:http://english.fsao.eng.osaka・u.ac.jp 
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